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お知らせ
INFOMATION

　

７
月
28
日
は
日
本
肝
炎
デ
ー
で

す
。
肝
臓
は
沈
黙
の
臓
器
と
い
わ

れ
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
て

も
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
自
覚
症
状

が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
知

ら
な
い
間
に
病
状
が
進
行
し
、
気

付
い
た
時
に
は
肝
硬
変
や
肝
が
ん

な
ど
の
命
に
関
わ
る
病
気
に
な
っ

て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
肝
が

ん
の
原
因
の
80
㌫
が
肝
炎
で
す
。

　

し
か
し
、
肝
炎
は
早
期
に
発
見

し
、
早
期
に
治
療
す
れ
ば
重
症
化

を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

町
で
は
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査

を
町
の
総
合
検
診
時
に
無
料
で

行
っ
て
い
ま
す
。
一
度
も
検
査
を

　

交
通
事
故
の
主
な
原
因
は
「
思

い
込
み
」「
ぼ
ん
や
り
」「
判
断
の

遅
れ
」
な
ど
、
ほ
と
ん
ど
が
慢
心

に
よ
る
も
の
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
ド
ラ
イ
バ
ー
の
ち
ょ
っ
と
し

た
油
断
や
交
通
ル
ー
ル
違
反
が
交

通
事
故
に
つ
な
が
る
こ
と
を
肝
に

銘
じ
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
運
転
の
際
は
交
通
ル
ー

ル
を
守
る
だ
け
で
な
く
、
歩
行
者

や
自
転
車
に
注
意
を
払
い
、
細
か

い
道
路
状
況
に
応
じ
た
安
全
運
転

が
求
め
ら
れ
ま
す
。
運
転
で
大
切

な
の
は
、
技
術
で
は
な
く
心
構
え

で
す
。
思
い
や
り
と
余
裕
を
も
っ

て
運
転
し
ま
し
ょ
う
。

　

最
近
、
朝
夕
の
み
な
ら
ず
、
日

中
の
ク
マ
目
撃
情
報
が
多
く
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
集
落
付
近
に
も
ク
マ
が

出
没
し
て
い
ま
す
。
散
歩
や
農
作

業
、
山
菜
採
り
な
ど
で
山
に
入
る

際
は
、
ク
マ
鈴
を
身
に
付
け
る
な

ど
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

農
林
振
興
課　

林
政
係

　

☎
45
―
４
５
３
１

　

現
在
の
国
民
健
康
保
険
被
保
険

者
証
・
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険

者
証
・
高
齢
受
給
者
証
の
有
効
期

限
は
７
月
31
日
（
火
）
ま
で
で
す
。

　

新
し
い
保
険
証
は
、
各
世
帯
に

◆
安
全
運
転
の
心
構
え

（1）
命
の
尊
さ
を
考
え
ま
し
ょ
う

（2）
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
ま
し
ょ
う

（3）
運
転
に
は
人
格
が
現
れ
て
い
る

こ
と
を
知
り
ま
し
ょ
う

（4）
集
中
し
て
運
転
し
ま
し
ょ
う

（5）
「
お
先
に
ど
う
ぞ
」
と
い
う
余

裕
を
持
ち
ま
し
ょ
う

（6）
「
も
し
か
し
て
運
転
」
を
心
掛

け
ま
し
ょ
う

（7）
体
調
が
悪
い
日
の
運
転
は
避
け

ま
し
ょ
う

（8）
私
は
運
転
が
上
手
だ
と
い
う
過

信
は
禁
物

（9）
服
装
と
履
物
、
姿
勢
も
重
要

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

町
民
税
務
課　

町
民
生
活
係

　

☎
45
―
２
２
１
５

　

町
で
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
と
共

に
、
先
の
大
戦
の
戦
没
者
の
方
々

を
心
か
ら
追
悼
し
、
そ
の
尊
い
犠

牲
を
無
に
す
る
こ
と
の
な
い
よ

う
、
戦
争
の
史
実
と
教
訓
を
風
化

さ
せ
る
こ
と
な
く
正
し
く
継
承

し
、
恒
久
の
世
界
平
和
を
祈
念
す

　

全
国
Ｂ
型
肝
炎
訴
訟
新
潟
事
務

所
で
は
、
集
団
予
防
接
種
で
Ｂ
型

肝
炎
に
な
っ
た
患
者
と
そ
の
家
族

な
ど
を
対
象
に
、
特
措
法
に
基
づ

く
救
済
や
手
続
き
の
内
容
、
弁
護

団
へ
の
依
頼
の
方
法
な
ど
を
弁
護

士
が
分
か
り
や
す
く
説
明
す
る
相

談
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
す
。
Ｂ
型
肝
炎

に
つ
い
て
心
配
の
あ
る
人
、
救
済

手
続
き
へ
の
参
加
を
検
討
し
て
い

る
た
め
に
戦
没
者
追
悼
式
を
開
催

し
ま
す
。

◆
日
時

　

７
月
31
日
（
火
）
午
前
10
時
〜

◆
会
場

　

町
公
民
館
大
ホ
ー
ル

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

福
祉
介
護
課　

福
祉
係

　

☎
45
―
２
２
１
４

受
け
た
こ
と
が
な
い
場
合
は
、
ぜ

ひ
早
め
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

◆
対
象
者

　

今
ま
で
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
を

受
け
た
こ
と
が
な
い
40
歳
以
上
の

男
女

※
肝
臓
病
の
治
療
を
し
て
い
る
人

や
、
以
前
に
Ｂ
型
・
Ｃ
型
肝
炎

の
診
断
を
受
け
て
い
る
人
は
除

き
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

健
康
増
進
課　

健
康
支
援
係

　

☎
45
―
４
５
３
２

る
人
は
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◆
出
張
相
談
会

◎
日
時

　

８
月
18
日
（
土
）
午
後
１
時
30

分
〜
４
時

※
受
け
付
け
は
午
後
３
時
ま
で

◎
会
場

　

喜
多
方
市
厚
生
会
館　

第
３
研

修
室

◆
福
島
県
懇
談
会
（
県
内
の
患
者
・

原
告
の
皆
さ
ん
と
の
交
流
会
）

の
お
知
ら
せ

◎
日
時

　

７
月
21
日
（
土
）
午
後
１
時
30

分
〜
４
時
ご
ろ
ま
で

◎
会
場

　

け
ん
し
ん
郡
山
文
化
セ
ン
タ
ー

（
郡
山
市
民
文
化
セ
ン
タ
ー
）
第

２
会
議
室

◎
内
容

　

福
島
県
内
の
原
告
・
患
者
の
皆

さ
ん
と
病
気
や
治
療
に
つ
い
て
語

り
合
う
交
流
会

※
同
所
第
４
会
議
室
で
弁
護
士
に

よ
る
特
措
法
個
別
相
談
会
を
同

時
開
催
。

〈
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
〉

全
国
Ｂ
型
肝
炎
訴
訟　

新
潟
事

務
所

　

☎
０
２
５
―
２
２
３
―
１
１
３
０

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査

は
受
け
ま
し
た
か
？

目
撃
情
報
多
数

ク
マ
に
注
意
！

国
保
・
後
期
高
齢
の

保
険
証
の
更
新

「
大
切
な
の
は
技
術

で
は
な
く
心
構
え
」

交
通
事
故
に
注
意

戦
没
者
追
悼
式

を

行

い

ま

す

弁
護
士
に
よ
る
Ｂ
型

肝
炎
特
別
措
置
法

無

料

相

談

会

適用区分

見直し前（７月診療分まで） 見直し後（８月診療分から）

ひと月の上限額
（世帯ごと）

ひと月の上限額
（世帯ごと）外来（個人ごと） 外来（個人ごと）

現役並み

課税所得 690 万円以上
（年収約 1,160 万円）

57,600 円

80,100 円＋（医
療費－ 267,000
円）× 1㌫
〈多数回 44,400
円（※2）〉

252,600 円＋（医療費－ 842,000 円）
× 1㌫〈多数回 140,100 円（※2）〉

課税所得 380 万円以上
（年収約 770 万円～ 1,160 万円）

167,400 円＋（医療費－ 558,000 円）
× 1㌫〈多数回 93,000 円（※2）〉

課税所得 145 万円以上
（年収約 370 万円～ 770 万円）

80,100 円＋（医療費－ 267,000 円）
× 1㌫〈多数回 44,400 円（※2）〉

一般
課税所得 145 万円未満（※1）
（年収約 156 万円～ 370 万円）

14,000 円〈年
間上限 14 万
4,000 円〉

57,600 円〈多
数回 44,400 円
（※2）〉

18,000 円〈年
間上限 14 万
4,000 円〉

57,600 円〈多
数回 44,400 円
（※2）〉

低所得者

Ⅱ 住民税非課税世帯

8,000 円

24,600 円

8,000 円

24,600 円

Ⅰ 住民税非課税世帯
（年金収入 80 万円以下など）

15,000 円 15,000 円

※ 1   世帯収入の合計額が 520 万円未満（１人世帯の場合は 383 万円未満）の場合や、「旧ただし書所得」の合計額が 210
万円以下の場合も含みます。

※２  過去 12 カ月以内に３回以上、上限額に達した場合は、４回目から「多数回」該当となり、上限額が下がります。

　本年８月から国民健康保険に加入している70歳以上の人と後期高齢者医療保険に加入している人が医療機関

などに支払う自己負担限度額（月額）が次のとおり変更になります。詳しくは問い合わせください。

＜問い合わせ先＞　健康増進課　国保係　☎ 45―4532

70 歳以上の人の国保・後期高齢の自己負担限度額が変わります

直
接
郵
送
し
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
発
送
時
期
が
異
な
り
ま
す
の
で

お
間
違
え
の
な
い
よ
う
ご
注
意
く

だ
さ
い
。
８
月
に
な
っ
た
ら
古
い

保
険
証
を
同
封
の
返
信
用
封
筒
で

郵
送
す
る
か
、
町
役
場
健
康
増
進

課
、
奥
川
支
所
、
新
郷
連
絡
所
に

返
却
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
修
学
の
た
め
に
町
か
ら

転
出
す
る
学
生
な
ど
に
交
付
し
て

い
る
学
の
保
険
証
を
希
望
す
る
場

合
は
、
町
役
場
で
更
新
手
続
き
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

◆
新
し
い
保
険
証
の
発
送
予
定
日

◎
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証

　

７
月
23
日
（
月
）
〜
25
日
（
水
）

◎
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証･

高
齢
受
給
者
証

　

７
月
25
日
（
水
）
〜
27
日
（
金
）

◆
学
の
保
険
証
の
更
新
に
必
要
な

も
の

　

印
鑑
お
よ
び
在
学
証
明
書
な
ど

学
生
で
あ
る
こ
と
を
証
明
で
き
る

書
類

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

健
康
増
進
課　

国
保
係

　

☎
45
―
４
５
３
２２
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お知らせ
INFOMATION

　

町
で
は
、
住
宅
の
地
震
に
対
す

る
安
全
性
の
確
保
を
図
り
、
震
災

に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る

た
め
、
耐
震
診
断
を
希
望
す
る
木

造
住
宅
に
町
が
建
築
士
等
を
派
遣

し
て
診
断
を
行
う
「
木
造
住
宅
耐

震
診
断
促
進
事
業
」
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
本
年
度
も
耐
震
診
断
を

希
望
す
る
木
造
住
宅
を
募
集
し
ま

す
の
で
、
こ
の
機
会
に
実
施
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

◆
対
象
住
宅

　

町
内
に
建
っ
て
い
る
木
造
住
宅

で
、
次
の
要
件
に
全
て
該
当
す
る

住
宅

（1）
所
有
者
が
自
分
で
住
ん
で
い
る

　

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
や
、
こ
れ

に
類
似
し
た
名
称
を
か
た
る
者
か

ら
、「
不
審
な
電
話
が
か
か
っ
て

き
た
」「
自
宅
に
は
が
き
が
届
き
、

身
に
覚
え
の
な
い
料
金
の
支
払
い

を
要
求
さ
れ
た
」
と
い
う
相
談
が

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
都
道
府
県

住
宅
（
店
舗
面
積
が
延
べ
床
面

積
の
２
分
の
１
未
満
の
店
舗
併

用
住
宅
を
含
む
）

（2）
工
事
の
着
手
が
昭
和
56
年
５
月

31
日
以
前
の
住
宅

（3）
在
来
軸
組
工
法
、
伝
統
的
工

法
、
枠
組
壁
工
法
等
に
よ
る
木

造
３
階
建
て
以
下
の
住
宅

◆
本
人
負
担
額

　

６
０
０
０
円

◆
申
込
期
限

　

８
月
10
日
（
金
）
午
後
５
時

◆
募
集
戸
数

　

２
戸　

〈
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
〉

建
設
水
道
課　

管
理
係

　

☎
45
―
４
５
３
０

　

喜
多
方
地
方
広
域
市
町
村
圏
組

合
事
務
局
で
は
、
次
に
よ
り
平
成

31
年
度
職
員
採
用
候
補
者
試
験
を

行
い
ま
す
。
詳
し
く
は
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

◆
試
験
区
分
・
採
用
予
定
人
員

　

高
校
卒
程
度
・
若
干
名

◆
職
務
内
容

　

環
境
セ
ン
タ
ー
（
ご
み
処
理
施

設
ま
た
は
し
尿
処
理
施
設
）
ま
た

は
喜
多
方
プ
ラ
ザ
に
お
け
る
管

理
・
運
営
業
務
も
し
く
は
事
務
局

に
お
け
る
事
務
に
従
事
し
ま
す

◆
受
験
資
格

　

平
成
６
年
４
月
２
日
以
降
に
生

ま
れ
た
人
で
、
高
校
を
卒
業
ま
た

は
平
成
31
年
３
月
ま
で
に
卒
業
見

込
み
の
人

◆
受
付
期
間

　

７
月
11
日
（
水
）
〜
８
月
10
日

（
金
）

※
受
け
付
け
は
午
前
８
時
30
分

〜
午
後
５
時
15
分
ま
で
（
土
・

日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）。
郵

送
に
よ
る
場
合
は
８
月
８
日

（
水
）
ま
で
の
消
印
有
効

◆
試
験
日
（
１
次
試
験
）

　

９
月
16
日
（
日
）

◆
試
験
会
場

　

磐
梯
町
中
央
公
民
館
（
磐
梯
町

大
字
磐
梯
字
仁
渡
１
０
１
８
）

◆
試
験
申
込
書
の
請
求
先

◎
同
組
合
事
務
局
・
総
務
係

◎
西
会
津
町
役
場
・
総
務
課

◎
同
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

 http://w
w
w
.kouiki.kitakata.

fukushim
a.jp/

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

喜
多
方
地
方
広
域
市
町
村
圏
組

合
事
務
局
総
務
係

　

☎
０
２
４
１
―
22
―
３
４
２
６

　

喜
多
方
地
方
広
域
市
町
村
圏
組

合
消
防
本
部
で
は
、
次
に
よ
り
平

成
31
年
度
消
防
職
員
採
用
候
補
者

試
験
を
行
い
ま
す
。
詳
し
く
は
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
試
験
職
種
・
採
用
予
定
人
員

　

消
防
吏
員
（
高
校
卒
程
度
）・

若
干
名

◆
職
務
内
容

　

同
組
合
消
防
本
部
お
よ
び
各
消

防
署
に
お
い
て
、
火
災
、
救
急
、

救
助
等
各
種
災
害
に
お
け
る
現
場

活
動
な
ら
び
に
火
災
予
防
等
に
関

す
る
業
務
、
そ
の
他
消
防
行
政
に

関
す
る
業
務
に
従
事
し
ま
す

◆
受
験
資
格

　

平
成
３
年
４
月
２
日
以
降
に
生

ま
れ
た
人
で
、
高
校
を
卒
業
ま
た

は
平
成
31
年
３
月
ま
で
に
卒
業
見

込
み
の
人

◆
受
付
期
間

　

７
月
11
日
（
水
）
〜
８
月
10
日

（
金
）

※
受
け
付
け
は
午
前
８
時
30
分

〜
午
後
５
時
15
分
ま
で
（
土
・

日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）。
郵

送
に
よ
る
場
合
は
８
月
８
日

（
水
）
ま
で
の
消
印
有
効

◆
試
験
日
（
１
次
試
験
）

　

９
月
16
日
（
日
）

◆
試
験
会
場

　

磐
梯
町
中
央
公
民
館
、
磐
梯
町

民
体
育
館
（
磐
梯
町
大
字
磐
梯
字

仁
渡
１
０
１
８
）

◆
試
験
申
込
書
の
請
求
先

◎
喜
多
方
広
域
消
防
本
部
・
総
務

課
、
各
署
、
分
署

◎
西
会
津
町
役
場
・
総
務
課

◎
喜
多
方
広
域
消
防
本
部
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ

 http://119.kouiki.kitakata.

fukushim
a.jp/

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

喜
多
方
地
方
広
域
市
町
村
圏
組

合
消
防
本
部
総
務
課

　

☎
０
２
４
１
―
22
―
６
２
１
２

編    

集    

後    

記

　

本
誌
で
初
め
て
編
集
後
記
を
書

か
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
二
瓶
弘こ
う
せ
い勢

と
申
し
ま
す
。
ま
ず
は
、
誌
面
作

成
に
当
た
り
ご
協
力
頂
い
た
皆
様

に
、
こ
の
場
を
借
り
て
改
め
て
お

礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
誌
の
表
紙
で
は
、「
草
木
を

ま
と
っ
て
山
の
か
み
さ
ま
」
を
取

り
上
げ
ま
し
た
。
自
然
を
そ
の
身

に
ま
と
う
貴
重
な
体
験
が
で
き
ま

す
の
で
興
味
の
あ
る
方
は
、
次
回

開
催
時
に
参
加
し
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

　

最
後
に
、
ご
協
力
と
ご
支
援
を

頂
い
た
皆
様
に
深
く
感
謝
い
た
し

ま
す
。
今
後
と
も
広
報
に
し
あ
い

づ
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　
　

情
報
政
策
係

二
瓶
弘
勢

や
市
町
村
に
設
置
さ
れ
て
い
る
消

費
生
活
セ
ン
タ
ー
は
、
相
談
を
し

た
こ
と
の
な
い
人
に
電
話
を
掛
け

た
り
、
は
が
き
を
送
っ
た
り
す
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
消

費
生
活
セ
ン
タ
ー
の
相
談
料
は
無

料
で
あ
り
、
ど
の
よ
う
な
名
目
で

も
料
金
な
ど
を
請
求
す
る
こ
と
は

絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

　

少
し
で
も
疑
問
や
不
安
を
感
じ

た
ら
、
電
話
や
は
が
き
で
指
定
さ

れ
た
電
話
番
号
で
は
な
く
、
消
費

者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
「
１
８
８
（
い

や
や
！
）」
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

☎
１
８
８
（
近
く
の
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
や
消
費
生
活
相
談
窓

口
に
つ
な
が
り
ま
す
）

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
（
会
津
若
松
市
）

　

☎
０
２
４
２
―
39
―
１
２
２
８

　
（
喜
多
方
市
）

　

☎
０
２
４
１
―
24
―
５
３
５
３

なりすまし詐欺に注意！ なりすまし詐欺被害防止「きたかた作戦」

　身に覚えのない電話やメール、はがきが来たら「詐欺」を疑い、警察に相談してください。県内で次

のような手口の「なりすまし詐欺」被害が発生しています。

◆ メールで…「有料サイトの利用料金が未納に

なっています。民事訴訟を起こしますので、

コンビニで○万円分の電子マネーを購入して

番号を教えてください」

◆ はがきで…「あなたが未納の総合消費料金に

ついて訴訟があります。裁判取り下げ期日ま

でに連絡をください」

◆ 警察を名乗る者から…「あなたの銀行口座が

犯罪に使用されています。捜査に必要なため、

キャッシュカードを手渡してください」

イベント
スタンプラリー

締め切り迫る！
平成 30 年８月17日（金）　当日消印有効

町役場　商工観光課　商工観光係　☎45―2213
〒969―4495　西会津町野沢字下小屋上乙 3261※応募方法はスタンプラリー台紙をご覧ください

プレゼントの発送をもってかえさせていただきます。

応 募 締 め 切 り

当 選 者 の 発 表

問い合わせ・応募先

木
造
住
宅
の
耐

震
診
断
を
受
け

て
み
ま
せ
ん
か

職

員

募

集  

！

喜
多
方
地
方
広
域

市
町
村
圏
組
合

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

を
か
た
る
不
審
な

電
話
な
ど
に
注
意

消
防
職
員
募
集
！

喜

多

方

広

域

消

防

本

部
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